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【研究の狙い】 「開発熟達者の知見に基づく検査の自動化と共有化」 

既存のソフトウェア自動検査ツールでは、ツールベンダによってあらかじめツール中に組み込まれた検査

のみが可能で検査内容の追加を自由に行うことができません。そのため、開発会社や開発製品ごとに固有と

なる独自の検査を自動化することができず、熟達した開発者による目視検査（コードリーディング、コードレビ

ュー）は必要不可欠となっています。これらの目視検査は不具合混入の防止や品質向上に有用ですが、開

発コストの削減や納期短縮などといった要求が優先され、省略されることが多いのが実状となっています。 

そこで、開発熟達者が目視検査を行う際に、不具合や規約違反箇所を見つけるための観点や考え方を記

述するための専用言語と、専用言語で記述した検査観点に従ってソフトウェアのコードを検査し問題点を自

動的に検出するツールを開発しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開発した検査ツールでは自由に検査項目を追加・編集が可能なため、独自検査の追加・自動化が可能と

なります。また、開発熟達者の検査観点を開発者同士で共有することが可能となるため、製品に混入する不

具合・開発者負担・開発コスト・開発期間を削減し、高品質・高付加価値ソフトウェアの開発につなげることが

可能となります。 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 

 
開発中のソフトウェアへの不具合混入を予防する予防接種 


